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D デザイン学科・実技試験

小論文 3 時間

問 題 配付した資料（課題文）を読んで、以下の問いに答えなさい。

問． 筆者は文中で、ア ー トは個人が社会に向き合う個人的な意思表明であるのに対し、デザインは基本的には個人の自己

表現が動機ではなく、その発端は社会の側にあると述べています。これをふまえて、あなた自身の考えるデザインにつ

いて、1200字以内で述ぺなさい。
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課題文は著作権の関係上、掲載できません。



配付物

a.問題用紙

b.解答用紙

C.資料（課題文）

d.下書き用紙（原稿用紙・A4判）

禁止事項

1.持参した資料を見て解答することを禁止する。

2.下敷き、電動消しゴムを用いることを禁止する。

注 意

1.解答文は縦書きとする。

2.鉛筆はHBまたはBを用いること。

資料出典

原研哉「デザインのデザイン」岩波書店(2003年）

持参用具

1枚

1枚

1枚

4枚

鉛筆またはシャ ープペンシル(HBもしくはB)、プラスチック製消しゴム、

鉛筆削り（カッタ ー ナイフ、紙ヤスリも可）

参考解答

私はデザインとは、筆者が言うような人間が生活することの意味

をものづくりプロセスを通して解釈していこうという意欲のことと

供に、それらを解釈してもらおうという意欲のことでもあると考え

る。そしてさらに、後者の意欲を完全に発揮させるためには、アート

が持っている対社会の個人的な意思表明が必要となってくると考

える。

筆者は課題文中で、デザイナ ー が社会の中から人々と共有でき

る問題を発見し、それを解決していくプロセスは誰もが理解して辿

ることができると述べている。それに対し私は、デザインされたプロ

ダクトに対して私達はその計画やプロセスを直接理解することは

難しいと考える。

私達はしばしば店頭やテレビなどで、日常生活の中で使いやす

いようにデザインされたプロダクトを目にした時、自然に「この商品

はこういう用途であんな風に便利そうだな」と心に思うことがよく

あるだろう。これは一見するとデザイナ ー と同じ視点でそのプロセ

スを直接理解しているように思えるが、ほんとうにそうだろうか。

私達はこの時プロダクトではなく、それを 使用している状況や

パッケ ー ジヘと無意識のうちに目を向けているのである。私達は使

用されている状況を 見たり使用方法を読んだりして自動的にその

プロダクトのデザインのプロセスを知る。したがって、私達はほとん

どの場合デザインを能動的にではなく受動的に理解し、辿ってい

るのである。

作問意図と評価のポイント

作問意図

資料を深く読み解き、著者の提起する問題を出発点に自分の考えを

ま と め、それを的確に文章で表現する能力を問います。

評価のポイント

0日本語の墓礎的な読解能力はあるか。

0解答の作成において、自分の考えをまとめ、それを表現する感性と技術を

持っているか。

0解答において、独創性があるか。

〇「禁止事項」に記載された行為をしていないか。

このような状況を打開するためには、デザインのプロセスを 人々

に能動的に理解してもらう必要があるのだが、どうすれば良いのだ

ろうか。その答えこそアートに あるのではないかと考える。

筆者はアートについて、その個人的な意思表明の発生源はアー

ティスト本人にしか分からないところが孤高でかっこいいと述べて

いる。私はこの特徴を織り混ぜてデザインを行うことが、そのプロ

セスの真の理解につながると考える。社会の問題を発見しその解

決までのプロセスと供に、このプロダクトを使用するであろう人々

への個人的な思いやプロダクト自体にちょっとした遊び心などを

込めてデザインすることで、デザイナ ー の内に秘められた本人にし

か分からない意思に対する好奇心が人々 の心の中に芽生えるの

だ。そうすれば人々は自然にデザインのプロセスを理解したくなり、

理解しようとし、そして理解することができるようになるのである。

人間が暮らすことや生きることの意味は絶えず変化するもので

ある。そのような曖昧な存在に対しデザイナ ーやアーティストは「造

形」というどちらも同じ方法で人々と関わってきた。両者が手を取り

合い互いの特徴を理解しているクリエイティブな存在こそが、今後

の社会におけるデザインのありかたであると考える。

教員講評

課題文に対する自分の意見を述ぺるとともに、アー トもデザインも肯定的に捉え

つつ、自分なりのデザインの定義を しっかり語っている。普段から鋭い観察眼を

持ってデザインのプロセスを見ていることがうかがえる。









問 題
資料は、哲学者である木田元の『技術の正体』(1993年、産経新聞社「正論」10月号）と

いう文章である。この中で著者は、人間と技術の関係をその起源から捉え直している。

この資料を参考に、ここで言及されている問題について考え 、あなたの身の回りの事物

や事象と具体的に繋げ、その問題について人々にアピールする方法を構想し、以下の問

いに答えなさい。

なお、ここでいう「アピールする方法」とは、企画展・映像・ポスタ ー ・設備・放送・ウェ

ブ・キャンペーン・商品開発・社会活動など、形態は問わない。

またアピールする対象については、国内外の社会一般のほか、青少年など特定の集団

や社会階層など、任意とする。

ただし、構想するアピール方法は一種類とする。

問1 構想した内容に20字以内のタイトルをつけて、解答欄Aに書きなさい。

問2 自分自身で設定した問題と、その問題 に対して構想した内容の企画意図を500字以内で、解答欄Bに書きなさい。

問3 構想した内容をポー ドの形でプレゼンテ ー ションすることを考え、解答欄Cをそのためのボー ドに見立てて作成しなさい。

配付物

a 問題用紙 1枚

b 解答用紙（ケント紙•B3判） 1枚

c 資料 2枚

d その他

1. 下書き用紙（上質紙•B4判） 2枚

2. 名票 1枚

3.紙コップ（削りクズ入れとして使用） 1個

4.画板 1枚

禁止事項

1. 持参した資料や図版を見て解答することを禁止する。

注 意

1.禁止事項にあたると判断された場合には、減点の対象となるので注意

すること。

2.試験終了後、監督者の指示にしたがって、名票を解答用紙の所定の位

置に貼ること。

資料出典

木田元「技術の正体」産経新聞社「正論」 10月号 (1993年）

持参用具

鉛筆（シャ ー プペンシルも可）、色鉛筆、カラ ー マ ーカ ー、消しゴム、ものさし、

三角定規、コンパス、鉛筆削り（カッタ ー ナイフ、紙ヤスリも可）、画鋲または

クリップ

作問意 図と評価のポイント

作問意図

問題文と資料を正確に理解し、問題に対する 答えを構想する能力を問

います。さらに構想を伝える言語的および視覚的な表現力を問います。

評価のポイント

0設問の内容を正しく理解しているか。

〇問1の解答で、適切な言葉が選択されているか。

0問2の解答で、取り上げる問題が具体的に設定され、その問題に対する

アピール方法が明確に記述されているか。

0問3の解答力文 構想した内容の記述に適合し、適切に表現されているか。

0問1~3の解答において、独創性があるか。

0「禁止事項」に記戟された行為をしていないか。



資 料

科学技術の発達はひたすら加速の度を高めている。半世紀

前、私の子どもの頃のサイエンス フィクションが百年後、二百

■■

■■
■■

課題文は著作権の関係上、掲載できません。




































